
 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

2.1.2 国内事業者に向けた認知促進活動 （ 図表４）制作したデスクマット （表面） 

・デスクマットの作成および設置 

 訪日外国人旅行者がお土産品を購入する観光農園

などを対象にデスクマットを配布した。デスクマッ

トに掲載されている情報は、海外へ農産物をお土産

として持ち帰る際に、国別・品種別ごとの輸出植物

検疫受検の必要性の有無について、 

○×形式で整理した図表に盛り込んでいる。国内の

販売事業者自身が確認できることとあわせて、販売

事業者が訪日外国人旅行者に対応する際に説明しや

すい仕様となっている。また、前出と同様、裏面に

は具体的に検疫受検の手続きを、ピクトグラムを用

いたフロー図で紹介している。 

・ポスターの作成および設置（２種類 ）  （参考資料５-34p-35p 拡大参照） 

 ポスターは以下の２種類を作成した。1つは、前出のデスクマットと同様の内容およびデザ

インのものを作成して、販売店店頭等における国別の植物検疫条件の認知促進活動をおこな

い、販売事業者が訪日外国人旅行者に説明および販売しやすい環境を整備した。（図表５：ポ

スターA） 

 いま 1つは、具体的なフルーツの写真を全面にしており、日本のフルーツの魅力と検疫条件

を紹介する内容となっている。販売促進と検疫条件の認知拡大により、販売事業者が訪日外国

人旅行者に販売しやすい環境を整備することを目的としている。（図表６：ポスターB） 

 なお、このポスターは、輸出検疫を受け、合格すれば持ち出すことができるタイとインドネ

シアに帰国する人を対象にしている。 

（図表５）ポスターA 
（参考資料５-36p 拡大参照） （図表６）ポスターB（参考資料５-38p拡大参照） 

 



 

 

 
（対象言語：英語、中国「簡体字、繁体字」、 （対象言語：英語、タイ語） （対象言語：英語、インドネシア語）韓国語、タイ

語、インドネシア語） 
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